
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

670− 42
日産 婦 誌 19卷 7 号

依頼稿
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　　　　　　　　　 は じめ に

　 分娩に 際 し て 児頭の応形機能が重大な意義を有

す る こ と，並 び に 生下時 の 児頭が分娩様式の相違

に よっ て種 々 の 形状を示す こ とが多 くの 成書
1）2）3）

4）5）
に 記載 されて お り，分娩中の 児頭 ， 骨盤 の 関係

に っ い て も種 々 の 研究
6）7）8）9）10）

が な され て い る ．

産科臨床上 で は 児頭 の 計測は 娩出直後と生 後第 3

日あ た りに 通常行な わ れて い る よ うで ある．児頭

の ， あ る径線の 増大 とある径線 の 縮小とか ら児頭

に 及ぼ された 娩出力 と産道 の影響が ある 程 度推定

され得 る こ と は い うまで も な い が，それぞ れ の 計

測値の 変化が具体的 に い か なる意義を有す るか と

い う こ とに な る と ， 頭蓋全体の 立体的考察が充分

に 検討 しっ くされた とい う こ と に は な らな い ，出

生 直後 よ り約 1 週間一 こ の 間は成長に よ る変形は

あま り認 め られ て い な い一
こ の 間 に お い て は 分娩

様式 の 相違に よ っ て 生下時 に お い て特徴ある形状

を示 し た 児頭は ， そ れぞ れ特有な推移に よっ て ほ

ば 相似た形状を示 す に 到る ．こ の 頃に な る と分娩

様 式の 相違を判別す る の は殆ん ど不可能とな る ，

　 しか し それ ら の 分娩様式の 違 い に よ る新生児児

頭 の 特徴ある経 日的変化そ の も の を可及的立体的

に 検討 し ， こ こ に 著差あ りとすれ ば ， こ れか ら逆

に ，至 極間接的 で は ある が児頭 の 応形機能そ の も

の の 実態 の開発に役立 つ 何物か を pick　UP で き

な い もの で あろ うか ，か か る意味か らい さ さ か の

実験を行 な っ て み た の で ある ，

　 即 ち娩出直後 ， 生後第 3 日 （約48時間後）お よ

び第 6 日 （約 120時間後） に お い て 各径線，並び

に そ の 周囲 の 計測 と共 に ，特に大斜径 と小斜径 の

なす 角で 前方 に 開 く角を斜径角と命名 し，考案試

作 せ る測定器に ょっ て計測 した （第 1 ， 2 図）．な

小 再 径

天 栢 径

第 1 図 　各径 線及 び 斜 径角
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第 2 図　斜径角 計測 器

お 大泉門の 大 ぎさ は対 向線 よ り面積 と して 表わ し

た （第 1 図）．ちなみ に 第 2 図 に 示す器具で は
一

方

の 脚を小斜径すな わ ち大泉門 の 中央 と後頭窩に 一

致せ し め ，他方 の 脚を大斜径すなわ ち頭部 と小泉

門 1，e 一致せ しめ る とそ の 間 の なす角が附設の分度

器 で 測定 され る の で ある ．

　　　　　　　　　実験対象

　第 1表 に 示す如く初産後頭位57例，経産後頭位52例 ，

前頭位 3 例 ，骨 盤位 7 例 ，帝 王 切 開 14例，帝王 切開 脳 水

腫児 1例 の 計 134例 で 妊娠38週以上，生下時体重 25009

以上 の もの で あ る．

　　　　　　　　 測定結果

　長 さの 場合変化の な い もの は
一，変化が 0，4gc 皿 以 下 の

場合 は ≦又 は ≧ ， 0．5c皿以上 の 場合 に は く 又 は 〉 の 如 く
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第 1 表 　分 類

西 　 村

第 3表 　大 　横 　径

671− 43

帝　王 　切

’
開

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

骨 　 　盤 　 　位

前 　　頭 　 　位

帝 切 脳 水 腫 児

14575273

計 、3詞
妊娠 38週 以 上

生 下 時体 重 　25009以上

1嘉蠹望彎 生 下副
　 帝 　王 　切 　開

3

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

骨 　　盤 　　位

9．3 　≦ 　　9．4　
一

69

．4

第 2 表 　前 　後　径

8．8　≦ 　　8．9　≦二　 9．1

廡 謹 …墜i生 下 酬 ・

　 帝 　ヨ三　切 　開

8 ．9　≦　　9．2　≡≦　　9．4

8 ．9　≧ 　　8．6　≦ 　　8．9

6

初 産 後 頭 位

　 経 産 後 頭 位1　 −
・骨 　 　 盤 　 　 位

自1∫　 頭 　　位

帝 王 切 開脳 水 腫

11．1　− 　11．1　　　11．1

10．7 　≦ 　11．0　− 　11．0

10．9　一　ユ0．9　≦ 　ユ1，0

11．7　≧ 　11．5　≧ 　11．1

11．4　＞ 　工0．8　＜ 　11．．3

ユ0．0＊ く 　11．0 − 11．0

　 　 　 　 　 　 　 　 9．2　≦ 　　9．3 　≦ 　　9．5前 　　頭 　　位

帝王 切開 脳竰 一1．9．5・

≦ ・・．・ 〉 ． 9．5コ
＿変 化 な し ，≦ ≧ 0．49c皿以 内，＜ ＞ 0・5cm以 上

第 4 表 小 横 径

一一一一一一一一．＿．一一一．生後 日数

分 娩 様 式 　
．丶一

コ tl．一一．
　 帝 　王 　切 　開

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

骨 　　盤 　　位

前 　 　 頭 　 　位

E下時 1 ・3 6

7 ．2　≦ 　　7．4 　
−

　　7．4

7 ．6　＞ 　 7，1 7．1

7 ．1　≦ 　　7 ．3　− 　　7．3

6．7　≦ 　 7』 7．0

7．0　≦ 　　7．2　＜ 　　7．7

　　 一
変 化 な し，≦ ≧ 0．49c皿以 内，＜ ＞ 0．5  以 上

太 い 不等記号で 表わ し ，而積 の 場合 1c 皿
2
以上 の 変化 の

み に ，斜径角で は 3度以上 の 変化 の み に そ れぞれ太 い 不

等記号 を 用い た ．

　1） 前後径 （第 2 表）

　帝王 切開 ，初産後頭位，経産後頭位 は 共に 生下時よ り

生後第 6 日に か け て ほ ぼ 11cmで 著明な 変化 は 認 め られ な

い ，

　骨盤位 の 場合 は 生 下 時 11．7c皿 と他 の 群 よ り大きく生後

第 3 日11．5  ，生後第6 日11．1c皿 と次第 に 減少して 他 の

’
群 とほ ぼ等 し くな る．前頭位の 場合は 生下時 11．4cm， 生

後第 3 日10．8  と
一

旦 減少 し 第 6 日に 11，3c皿 と再 び 生下

時 の 値に 近 づ く．

　脳水腫児の 場合 ， 生下時正常児頭 の 前後径 に 比 し て

10．0  と特 に 小で あ るが ， 生後第 3 日，6 日に は ll，0 

とほ ぼ正常児頭 の 値に 近づ く．

　 2） 大 横径 （第 3 表 ）

　 帝王 切開 ， 初産後頭位 ，経産後頭位，前頭位で は 生

下 時 よ り生後第6 日に か け て若干増加 して い る よ うで あ

る ．骨盤位 の 場 合 は生下時 8．9c皿 ，生後第 3 日に 8．6en

と一旦 減少 した 後第 6 日に は 8．9c皿 と再 び 生下時 の 値に

復す る ．

　 脳 水 運 児 頭 の 場 合生 下時 9．5cmと他 の 正常児頭 の 大横

径 よ りやや大 で ， 生後第 3 日に は 更に 10．0（皿 と増加す る

帝王 切翹 崗水陣　1　6
：賢

一
　6亙一く ．7 ．0

一
変化な し ，≦ ≧ D，49c皿 以 内 ，

＜ ＞ O・5cm以 ．E

が ， 錆6 日 に は 9．5〔皿 と再び生下時 の 値に 復し て い る．

　3）　小横径 （第 4 表 ）

　初産後頭位を 除い て すべ て 生下時 よ り生後第 3 目あ る

い は 6 日に か け て 増加 の 傾向を示 して い る．

　初産後頭位 の 場 合 で は生 下時 7 ．6c皿と他 の 群 よ り大 き

く ， 生後第 3 日及 び第 6 口に は そ れぞ れ 7．1c皿 となつ て

お り他 の 群 とほ ぼ 相似た偵を 示す．

　脳水腫児頭の 場合 で は 生下時 及 び 生 後第 3 日 に 6．5 

と正常児頭 よ り特に 小な る 値を示すが ， 生後第 6 日に は

7．Oc皿に 増加 し て 正 常 児頭 に ほ ぼ近 い 値とな る．

　 4）　大斜径 （第 5 表 ）　　　　　　　　　
・

　 　 　 　 　 第 5 表 　大 斜 径

痛麟 趣 1．ttl・£ 下 時 i ・ i
．−

6 ］
　帝 王 切 開 113．5 ≦ 13．6 ≧ 13、3

初 産 後 頭 位 　 ］3・7 ≧ 13・5
＝

13・5

　 　 　 　 　 　 　 13．6　≧ 　13．5 　−−　13．5経 産 後 頭 位

骨 　 　盤 　 　位

前 　 　頭 　　位

13，3　≧　　13．工　≦　　13．3

14．8　＞ 　　14．2　≦ 　　14，5

帝 王 壁 脚 ・廴 L墨 ，
o ＞ 13・o 一

翌 o −一

一変化 な し，≦ ≧ 0．49c皿 以 内，＜ ＞ 0・5  以 上

　前頭位 の 場合は 生下時14．8c皿 と他 の 群 よ り大きく，生

後第 3 日に は 14．2cm と減少 し 第 6 口に は 14．5c皿 とやや 増
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加 し て い る ．前頭位 を 除 く他 の 群は 生下時よ り生後第 6

日に か けて 著明な変化 を して い な い ．

　脳水腫児頭 の 場 合正 常児頭 との 間に 差は な い ．生
一
ド時

14．Oc皿
， 生後第 3 日13．Oc皿 と減少 した 後は 変化を 示 さず

推移す る．

　5） 小斜径 （第 6 表）

第 6 表 　 小 　斜 　径

厩贏聴 墜 ・圃 31 ・

　帝 王 切 開 　 9．3 ≦ 9．4 − 9．4

日産婦 誌 19卷 7一畧一

値 を 示 し ，生 後 第 3 日 に は 36．5cmと更 に 増加 し ， 第 6 日

に は 36．Ocm とや や 減少 して い る が 他の 群 よ りは 大 で あ

る ．

　7） 大 斜径周囲 （第 8表）

初 産 後 頭 位 9．0　≦ 　　9．4　− 　　9．4
経 産 後 頭 位

骨　　盤　　位

前 　　 頭 　　 位

帝 王 切 開 脳 水 腫

9，1　≦ 　　9．4　≦ 　　9．5

］O．0　≧ 　　9．8　≧ 　　9，7

9，3　≦ 　　9．5　＜ 　10．0

9．5　＜ 　10．0 　＞ 　　9．5

第 8 表 　大 ゑ斗径 周 闘

癲 童 攀 轡 生 下酬 ・ 6

一
変化 な し，≦ ≧ 0．49c 皿以 内 ，

＜ ＞ O ．5cm以 上

　大横径 の 変化 と相似た 変化 を示 して い る．即ち骨盤位

を除い て 生 下時に 小 さ く第 3 日あ る い は 6 日に か け て 増

加 して い る．骨盤位 の 場合生下時 10．Oc皿 と他 の 群 よ り大

き く， 生後第 3H9 ．8c皿 ， 第 6 日 9．7cmとや や 減少し て

い る ．

　脳水腫児頭 の 場合は 大横径 の 変化 と全 く同様 の 変化を

Pt して い る ．即 ち生下時 9．5cm，生 後第3 日 に ユ0．OCI丁1と
一

目増 加した 後，第 6 日 に は 9 ．5c皿 と生下時 に 復す る．

　6） 前後径周囲 （第 7表）

帝 王 切 開 138 ，1 ≦ 38．3
−
＜ 39．0

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

39．1　≧　　38．7　≦　　39．0
38．8　≧　　38．7　≦ 　　39，1

骨　　盤　　位

前 　　頭　　 位

帝 王 切 開 脳 水腫

37．4　＞ 　36．9　≦ 　37．3
40．3　く 　　41．3　≧　　41．O

38．8　＞ 　38．7　＜ 　39．1
一変 化 な し ，≦ ≧0．49c皿以 内，＜ ＞ O．5  以 上

　帝王 切開 の 場合生下時 よ り生 後第 3 日 に 亘 つ て 38．1

cm
，
38．3c［11と著明な変化 を認め な い が ，第 6 日iC39．Ocm

とや や増加す る ．初産後頭位及 び 経産後頭 位 で は 著 し い

変化 を 認め な い ．骨 盤位 の 場合生下時37．4cm と他 の 群 よ

りや や 小な る値 を示 した 後 ，第 3 日に は36．9cmと更 に減

少 し て い る．前頭位 の 場合 は 生 下 時 40 ．3cm と他 の 群 よ り

大 な る値 を 示 した 後 ，生後第 3 日に は 41 ．3cm と更 に 増加

して い る．

　脳 水 腫児頭 は 経 日的 に 著 明 な変化 を 示 さな い ．

　8）　小斜径周 囲 （第g 表）

第 9 表　小斜 径 周 囲

第 7 表　前 後径 周 囲

1

藤癜 F攀 墜匡・酬 ・ 6

帝 　　ヨ三　切 　　開 　　1　34．3　≦　34．5　＜ 　35．0
初 産 後 頭 位 　 32．9 ＜ 33．7 − 33．7
経 産 後 頭 位

骨　　盤　　位

33．633 ．6　≦ 　　34．0

34．3　≧　　34．O　≦　　34．1
前 頭 位 32．7 ＜ 33．8 〈 34，8

帝王 切開 脳 水 腫 　　 35．5＊
＜ 36．5 ＞ 36．0

廳蜜 變 豐 ・ 下帽 ・

　 帝　 王 　 切 　 開

6

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

骨　　盤　　位

前 　　頭 　　位

帝 王 切 開 脳 水 腫

33．5　＜ 　　34．0　5　　33．5

31．3　≦ 　3／．6　＜

31甲9　≦ 　32．3　＜

3温
一

　 　 　 　 　 　 　 　 32．9
31．3　

．
：≡　32，0　　≦　　32．1

32，2　＜ 　　33，2　＜ 　　33．7

35．0＊ − 　　35．0　− 　　35．0

一変化な し，≦ ≧ 0．49c皿以 内，＜ ＞ 0．5cm以 一E

　初産後頭位 と前頭位は 生下 時32．9cm及び 32．7c皿 と他 の

群 よ り特に 小 さ な 値 を 示 し ， 生 後第 6 日に は 33．7cm及 び

34．8cm と増加 の 割合 が 大で あ る ．帝王 切開の 場合 も生 下

時34．3cm， 生後第 3 日34．5cm，第 6 日に は 35．Ocm と若 干

な が ら増加 し て い る ．経産後頭 位及び 骨盤 位 の 場 合 は 著

明 な 変 化 を 認め ない ．

　脳 水 腫児頭の 場合 は 生 下時35．5emと他 の 群 よ り大 ぎ な

一変 化 な し ，≦ ≧ O．49c皿以 内，＜ ＞ O．5cnt以 上

　帝王切開を 除 い て 生下時 よ り生 後第 6 日に か けて 大 な

る 傾向を 示 す ．

　即 ち 帝王 切開 の 揚合は 生下時33．5cmと他 の 群 よ り大 な

る 値を 示 し生後第 3 日 34．Oc］n と 更に 増加 し第 6 目 に は

33．5cm と生 下 時 の 値 に 復 し て い る ．

　脳水腫児 頭 の 場合 で は 生下時 よ り経 日的 な変化 は 全 く

な く，各 々 35．Ocm と他 の 群 に 比 し大 な る 値 を 示 し て い

る ．
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第10表 　大　泉　門

（単位 ： cm2 ）

西 　 村

議讐．生 下 時 316

帝 王 切 開

初 産 後頭 位

経 産 後頭 位

骨 　 盤 　 位

前　頭　位

帝 王 切 開

脳 　水　睡

　　4，0　　＞ 　　　2．9　　く

．
　
．
4 ．0

（2．1x1 ．9）　（1．6× 1．8）　（2．Ox1 ．9）
　　2．3　　≦ 　　　3 ．2　　≦　　　3．4
（ユ，5× 1．5）　（1．8× 1．8）　（1．8× ユ．9）
　　2．3 　　≦ 　　　3．2　　≦　　　4．O
（1．5× 1．5）　（1．8× 1．8）　（2．0× 1．9）
　 　3．1　　≧ 　　　2．7 　　≦ 　　　2 ．9
（1．8× 1．7）　（1．8× 1．5）　（1．8× 1．6）
　 　3．2　　＜ 　　　4．6　　＞ 　　　3．1
（ユ，8≧≦−1．8冫　（2．2 × 2．1）　（2．3＞≦

2．星L）＿．
　 　 9・9＊ 　− 　　　9 ．9　　＜ 　　10．5
1（3．2x3 ．1） （3，2。 3．1）

一
（3，3 。 3．2）　　　　　　　　　　　　　　　　−　　　　　　1

一変 化 な し，≦ ≧ O．9cm2t／下 ，〈 〉 ユ．0 
2
以 上

　9） 大泉門 （第10表）

　帝王 切 開 と前 頭 位 を 除い て 著 明 な変 化 は 認 め ら れ な

い ．

　即 ち帝王 切開 の 場合 は 生下時 4．Ocm2，生後第 3 日 2．9

cmZ と一旦 減少 し ，第 6 日に は 4，0c皿 E
と生 下 時 の 値 に

復帰 して い る ．前頭位 の 場合 で は 生下時 3．2cm2
， 生後

第 3 日 4 ．6cm2 と
一

旦 増加 して い る が ，第 6 日に は 3，1

cm2 と再 び 生下時 に 近い 値を 示 し て い る．

　脳水腫児頭の 大泉門は 9．9cm2 と他 の 群 よ り極端 に 大

な る値 を示 し ，第 6 日 に は 10．5cm2 と更に そ の 値は増加

し て い る，

　 10） 斜径角 （第11表）

第 11表　 斜 　径 　角

鳧驫 ゼ
彎型塾1

　帝　 王 　 切　 開

生 下 時 3 6

初 産 後 頭 位

経 産 後 頭 位

骨　 　 盤 　 　 位

前 　 　 頭 　 　 位

帝王 切 開 晒 水 腫

92°

　≦ 　　　　93° − 　　　　93D
goo ＜ 　　　　950 ＜ 　　　1020

99D＜ 　　　1D30＞ 　　　1000

94D　≧　　　　920　≦ 　　　　940

107D ＞ 　　　1020 ＞ 　　　　950

72Q＊
≧　　　　700　〈 　　　　7エ

o

一変 化 な し ，≦ ≧ 2．9°

以 内，＜ ＞ 3．O°

以 上

　生下時 の 値が 最小 の もの は 初産後頭位の 90°

で あ る．

帝 王 切開 92 °

， 骨盤位 94 °

，経産後頭位 99
°

と次第 に 大

とな り ， 最大は 前頭位 の le7°

で あ る，

　生後 の 経 日的変化は 初産後頭位 の 場合生下時 90°

，生

後第3 日 95 °

，第 6 日 102°

と次第 に 増大 し ，経産後頭

位は 生下時 99 °

，生後第 3 日 103°

と
一且 増加す る が 第

6 日に は 100°

と生下時 に ほ ぼ 復帰 し て い る ．前頭位 の

673− 45

場 合 で は 生 下時 107
°

と最大で あつ た もの が生後第 3 日

102°

， 第 6 日95°

と次第 に 減少 し て 来 て い る．

　帝王 切開 と骨盤位 は ほ ぼ近似 せ る値を示 し ，生後の 経

日的変化 に お い て も相似た 傾向を 示 し著明な変化は 認 め

ない ，

　脳水挿児頭 の 場合生下時72°

と他 の 群 に 比 して 極端 に

小さ く ， 生 後の 経 日的変化 は 認 め られ な い ．

　各分娩様式に よる 斜径角 の 値を総括的 に 検討する と ，

生下時 に お い て 最小 値は 90D ，最大値 は 107
°

とそ の 差

は 17°

で あ るが ，第 6 日に は 93°

か ら 102
°

で あつ て 最

小値 と最大値の 差は 9 °

と著明に 縮少 し て い る．

　　　　　　　　　　考 　　按

　 分娩直後 の 児頭各径線 の 計測値に つ い て は
．F．

Riggsii） が人種間 の 相違に も検討を 加えて詳細に

述べ ，本邦に お い て は 多 くの 報告 よ り久慈
12）

が頭

囲 の 年次的推移に っ い て検討して い る．一方児頭

の 応形機能 に関 して は そ れが生物学的に非常に重

要な意義を有し て い る に 拘 らず こ れ に つ い て の 計

測学的な研究は少な い ．加藤等
13）

は 「生下時に か

くの ご とき奇妙 に長 い頭形を作成 して い た と言 う

淡 い 感傷の 記録に過 ぎな い 」と ま で 記 し て い る ．

と もあれ分娩に 際 して示 され る児頭 の 応形機能に

ょ る変化は 立 体的に 複雑多岐で ある た め 単に個 々

の 径線，径線周囲等を測定す る こ との み に よ っ て

は 理解 し得ない か らで あろ う．

　 頭蓋応形機能の 新生児学上 の 意義に 関 し て Sto−

wens14 ）
は 脳 障害を起す の に 高度 の mouldinq ．は

必要で はな い と述 べ て い る ．即 ち応形機能が生理

的な も の で あ る に し て も，あ る限界を越 え る とき

に 病的意義が認め られる こ とに なる が ， 応形機能

の 生理的範囲に っ い て は各径線に お い て 0．5  〜

1．OC皿 の 変化が ある と記載され て い る 4）
の み で 明

らか で は な い ．

　 頭蓋応形機能発現 の 因子 と し て 小南
B）

は 第 1 に

児の 頭蓋 の 全形 の 変化，第 2 に 頭骨，主 と して 頭

頂骨 の骨重 積を述べ ，更に 第 3 の 因子 と し て 後頭

骨の 縫合 に お け る屈折 と い う現象を強調 し て い

る ．か くの 如 く種 々 の 複雜な因子に よ っ て 形成 さ

れ る頭蓋応形機能に よ る変化を，な ん とか して 単

純化 し た認識 に お い て 理 解 し得な い か とい う困難
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な る も興味あ る 問題が残 され て い る，加藤
1目）

等は ，
一定容積 の 児頭 の 歪を表現す る．

　 応形機能指数 羸 Q エ （小横）1Q， （大横） ・s2 （大

斜）！S1 （小斜） × 100 − 100を提案 し て 種 々 検討

して い る が ，計算そ の もの はか な り複雑で あ り，

な お 若干の 問題が ある よ うで あ る ．

　 娩 出直後の 頭蓋応形機能に よ る変形が生後 い か

なる推移を示す か に っ い て 小南
ユ5）

は 誕生後約 1週

間で消失する と述べ
， 芦沢

16）

は頭囲に お い て 生後

2 〜 3 日中に急激に増大 しそ の後漸増する傾向を

示す と し て い る ． 高知9）
は分娩前 の レ 繍 象と生後

の 経 日的測定に よ り大横径に お い て 応形機能が最

も著明に あらわ れ，分娩前 の 値に復す る の は生後

第 3 日で ある か ら，応形機能 の 修復は生後第 3 日

迄で あっ て ，第 8 日で は 既に 生活力因子の 介在 も

あっ て 子宮内児頭 と本質的に
一

致す る もの で は な

い と して い る ．小野
17）

は生後 6 日間の 新生児の形

態的変化に お い て顔巾 ， 顔高は 生後少 しず っ 増大

の 傾向を示 し，頭長 ，頭耳高は 生後一旦 減少次 い

で 増大 の 傾向を 示す と し ， 統計学上有意差を もっ

て 増加 し た もの と し て 頭囲，頭 巾をあげ ， 帝 切児

の 頭長 ， 頭囲で はそれ が大で ある こ とは 興味深 い

と した ．

　従来分娩様式の 相違 に よ る児頭の 変化は ，頭蓋

応形機能の重大 な意義 の 1 っ と考 え られ て い る ．

小南
18 ）

は 額位 の 応形機能に 際 して 大斜径の 方向に

縮小す る児頭は 後頭骨 の 縫合に お い て も有意義な

屈曲を示 す と し，種 々 の分娩様式に お い て は特に

縮 少す る径線と延長す る径線を表示 し て
19）

理 解に

第12表 　新 生 児 頭 蓋 生 後変化 の
一

覧

驃鰐
一

帝 工 切開 裂撃
3

釋 陛 微

頭 　　位
骨 盤 位 前 頭 位

帝 　 　咽

脳 水 腫

ε　　 3　 63 　 63 　 ム 3　 63 　 6
前　 後　径

一
　
一一

　 く 　
一　 　　 　 ！→闇

　 謡 ≧ 　≧ 〉 　＜ く 　一
小　横　得 ≦

一
　 〉 　

一
≦ 　

一
≦ 　

一
≦ ＜

一
　く

人　損　径 ≦ 　
一

　　≦ ≦ ≦ ≦ ≧ ≦ ぽ く　 〈 　〉

小　 斜 　 径 ≦
一

　 ≦ 一
＜ 　＜｝ 『 ≧ ≧ i≦ ＜ 　〈 〉

大　斜　径 ≦ ≧ 　 ≧
一

≧
一

≧ ≦ 〉 ≦ 　 〉 　
一

日ロ　 後　 径
周　　囲

≦ く 　 ≦ 一 一一　く　 『 〉 ≦ ＜ ＜ i〈 〉

〈 深キ　径

周　　囲
囂 く 　 　≧ 　≦ ≧ 　≦ 〉 ≦ く ≧ 1 ≧ 　≦

小
　 斜 　　孑

周 　　囲
〈 〉 　 ≦ ＜ ≦ ＜ く ≦ ＜ ＜

一 『
斜 　 径 　角 ≦

一
　 ＜ ＜ ＜ ≧ 〉 　＜一 一 〉 〉 〉 　 〈一 一

大　 泉 　 門 〉 　く 　 ≦ ≦ ｛ ≦ ≧ ≦ 1 〈 〉 一
　≦

便 な ら しめ ん と し て い る ．

　 島田 等
2°〉

は 正常分娩 と異常分娩に お け る 児頭各

径線 の 分娩後の 変化を検討 し て ，正常分娩で は 小

斜径の縮小 と大斜径 の 延長が み られ，分娩後第 3

日 で 大斜径 の 縮小が止 み ，増加に 転ず る こ とよ り

分娩 の 影響は第 3 日ま で と し て い る ．鉗子分娩で

は大横径の 分娩後の 変化が 正常分娩に 比 して 大 き

く，強く児頭が圧迫 され る として い る ．

　 以上 の如 くで あ り， 分娩時 の 応形機能とそ の 後

の 経 日的推移 の 関連性を分娩様式 の 特異性別に ，

各径線 ， 径線周 囲変化か ら系統的 に示唆す る こ と

は 必ず しも容易 で は な い ．

　 事実本実験 の 測定結果 に お い て も， 既 に その 成

積に っ い て 述 べ た が ， 要するに前後径 ， 小横径 ，

大斜径，小斜径な どに っ い て は そ れぞれ 特有の 変

化がな され て い る と して も，しか し仮に前後径 と

前後径周囲 ， 大斜径 と大斜径周囲，小斜径 と小斜

径周囲な どを と りあげて み て も決 し て 納得 の い く

動きを示 して い る とは 言え な い （第 3 ， 4 ， 5 ， 6 図

参照）．

第 3 図

汚

〃

tク

8

7

6

前 後径，大横径，小横径 の 変 化

　 　 　 　 　 社 産 彳“頭 位　 一一噸一一一
　 　 　 　 　 経 渥 微 豆酬ユ　 ー一〇一一
　 　 　 　 　 帝 王 切 哢〕 一一e −一

一
下

防

第

3
日

第
6
日

　大泉門 （第 7 図）で は生後第 3 日の 変化が 目を

惹 くと し て も分娩様式 の 相違 を こ れ に よつ て 理 解

せ ん とする こ とは至 難である ．

　以上要す る に 相互 の 関連性を分娩様式別に 体系

化する こ とは至 極至難で ある ．

　斜径角 （第 8 図）に っ い て 検討す る と，後頭が
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和42年 7 月 1 日

【mt514

i3

ノ2

〃

第 4 図　大斜径，小斜 径 の 変 化
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3433

32

生
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晴

第
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第 5 図 　前後径周 囲の 変化

第

6
日

卜

古

第
3
ヨ

第
占

日

第 6 図　大 斜 径 周 囲，小 斜 径 周 囲 の 変 化

罰

40

3938

37
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つ
」

33

32

、

　 　 　 　 3t
　 　 　 　 　 　 　 生　　 　　　 第　 　　 　　 　　 　　第

　 　 　 　 　 　 　 下　　　　　　3　　　　　　　　　 6
　 　 　 　 　 　 　 晴　　　　　 巳　　　　　　　　 巳

先 進 し た 初産後頭位が最小 の 90°

で ，大泉門が 先

進 した前頭位が最大の 107°

で ある ．骨盤位 と帝

王 切開がほ ぼ 同 じ値を示 し初産後頭位 よ りや や大

西 　村

ノ05

ノ00

95

go

tm254

2

第 7 図 　 大 泉 門 の 変化

生
下

時

第

3
日

第 8 図　 斜 径 角 の 変 化

第

6
日
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生
下
時

第

3
日

第
6
ヨ

で ある ．

　生後の 経 日的推移に っ い て み る と， 前頭位と初

産後頭位の 場合で は対照的 とい っ て よ い 変化を 示

し ， 骨盤位 と帝王切開の場で は こ れ に 比す る と相

似た変化を示 して お り， 同じ く後頭位で も初産 と

経産とで はか な り異な っ て い る こ とが示 さ れ て い

る ．

　即ち頭蓋応形機能 に よ る変化 を 示 すも の と し

て ， 上述 の 諸種の 計測値に加 えるに我 々 の い う斜

径角を もっ て すれば少な くともよ り合理的に 応形

機能とい う立 体的変化を理解 し得な い だ ろ うか ，

勿論 もっ と多数例 に っ い て の ， よ り精密 な 数理

的処理を必 要 とす る で あろ うこ と は い うま で もな

い ，なお以上 の 諸検索か らは頭蓋そ の もの の 母体

外生活 へ の 適応 とい うこ とに っ い て も何等か の 示

唆が得られ る こ とを期待 して い る ．
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一

　　　　　　　　　 おわ りに

　頭蓋応形機能に よ る立体的な る児頭変形を具体

的に 把握する た め に ， 斜径角も有用な もの の 1 つ

で あろ うと，な お 実験途上に あ りなが ら， 敢え て

言及 し た ．
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